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この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実
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 Z 0663：2017 
 (ISO 17363：2013) 

RFID のサプライチェーンへの適用－貨物コンテナ 

Supply chain applications of RFID-Freight containers 

 
序文 

この規格は，2013 年に第 2 版として発行された ISO 17363 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，読取り及び書込みが可能な電子タグ技術（RFID）を用い，サプライチェーン管理のために

貨物コンテナと関連付けられた貨物出荷専用タグ（積荷目録タグ）の適用方法について規定する。 

この規格は，次の事項を規定する。 

－ 貨物コンテナ内の積荷の状態及びセキュリティをモニタするために推奨する第 2 世代のサプライチェ

ーン用途の RF タグ 

－ 貨物コンテナ内の積荷のためのセンサの設置 

－ 出荷タグの書換えを禁止することを推奨する具体的な必須情報 

－ 出荷タグの書換えを可能とすることを推奨する具体的な任意情報 

－ GPS 又は GLS サービス用のデータリンクインタフェースに関する推奨事項 

－ RF タグの再利用性及びリサイクル性の指定 

－ この規格に対応した RF タグに含まれるデータが，一次元シンボル及び二次元シンボル並びに可読情

報によってバックアップされる方法 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 17363:2013，Supply chain applications of RFID－Freight containers（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

 

2 適合性及び性能仕様 

この規格の基本とする適合性要件は，この規格に従って構築された構成要素及びシステムの相互運用性

レベルを向上させる上で必要な構造を提供するためのものである一方，継続的な技術改良及び差別化をす

ることができる。 

貨物コンテナサプライチェーン RFID システム及びその構成要素は，次の全ての要求事項を満足する場

合，この規格に適合するものとみなす。 

a) 箇条 6 で規定した要求機能性能 

b) 箇条 7 で規定したデータ要件 


